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Ｊ
Ｒ
常
磐
線
取
手
駅
か
ら
水
戸
線
の
下
館
に
至
る
、
51
・
１
km
の
路
線
が
関
東
鉄
道
常
総
線
。
今
回
は
、前
号
で
紹
介
し
た

水
海
道
ま
で
の
区
間
を
さ
ら
に
北
上
し
、終
着
駅
で
あ
る
下
館
ま
で
の
沿
線
ス
ポ
ッ
ト
を
ご
案
内
し
ま
す
。
舞
台
と
な
る
水
海

道
〜
下
館
間
で
は
、水
海
道
か
ら
単
線
区
間
に
入
り
ワ
ン
マ
ン
運
行
と
な
り
ま
す
。
取
手
方
面
か
ら
の
下
り
列
車
は
水
海
道
で

折
り
返
し（
一
部
列
車
を
除
く
）と
な
り
ま
す
の
で
、石
下
、下
妻
、下
館
へ
行
か
れ
る
お
客
様
は
水
海
道
で
接
続
す
る
列
車
が

3
番
線
か
ら
出
て
い
ま
す
。
下
館
に
至
る
区
間
は
取
手
〜
水
海
道
ま
で
と
は
ひ
と
味
違
う
沿
線
風
景
が
あ
り
、各
駅
か
ら
ア
ク

セ
ス
で
き
る
歴
史
ス
ポ
ッ
ト
や
自
然
を
満
喫
で
き
る
ネ
イ
チ
ャ
ー
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
隠
れ
た
名
所
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
一
言
で

言
う
と
、『
忘
れ
か
け
て
い
た
日
本
の
正
し
い
原
風
景
』に
出
会
え
る
、そ
ん
な
沿
線
の
楽
し
み
が
秘
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
途
中
、

石
下
駅
や
下
妻
駅
か
ら
乗
合
路
線
バ
ス
も
出
て
い
る
の
で
、ち
ょ
っ
と
寄
り
道
す
る
の
も
楽
し
い
も
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、土
日
・

祝
日
に
は
便
利
で
お
ト
ク
な『
常
総
線
・
１
日
フ
リ
ー
き
っ
ぷ
』を
有
効
活
用
し
て
乗
り
降
り
す
れ
ば
楽
し
み
も
倍
加
す
る
こ
と

請
け
合
い
で
す
。
今
回
は
、石
下
町
在
住
の
稲
葉
玲
子
、苑
子
さ
ん
姉
妹
に
沿
線
お
薦
め
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
し
て
頂
き
ま
し
た
。
�

安
楽
寺
（
元
三
大
師
）
�

大
生
郷
天
満
宮
の
守

護
の
た
め
に
建
立
さ
れ
、

祈
願
所
と
さ
れ
ま
し
た
。

江
戸
時
代
初
期
に
元
三

大
師
を
勧
請
さ
れ
て
か

ら
一
躍
関
東
の
名
刹
と

な
り
、正
月
３
日
の
ダ
ル

マ
護
摩
に
は
各
地
か
ら

多
く
の
信
徒
で
賑
わ
い

ま
す
。（
北
水
海
道
駅
か

ら
4
km
、参
拝
自
由
、@

０
２
９
７（
２４
）１
５
３
３
）�

常総線1日フリーきっぷが�
便利でお得�
土日、祝日の当日に限り全線乗り

降り自由の『常総線1日フリーきっぷ』

を発売しています。沿線散策やお

買い物に最適なこのきっぷ、12月

29日～1月3日の年末年始も発売

しますので、是非ご利用下さい。（無

人駅を除く各駅窓口で1カ月前か

ら発売、大人1500円、小人750円）�

法
蔵
寺
（
か
さ
ね
の
墓
）
�

１
５
９
２
年（
文
禄
元
年
）の
開
基
と
さ
れ
、「
累
の
墓
所
」

と
し
て
全
国
に
知
ら
れ
た
名
刹
で
す
。
累
の
怪
談
物
語
は
、

江
戸
時
代
の
戯
作
者
鶴
屋
南
北
に
よ
り
取
り
上
げ
ら
れ
る

と
こ
ろ
と
な
り
、現
在
も
歌
舞
伎
、清
元
に
語
り
継
が
れ
て

い
ま
す
。こ
こ
に
は
、累

の
木
像
を
は
じ
め
祐
天

上
人
が
用
い
た
怨
霊
解

説
の
数
珠
な
ど
が
保
管

さ
れ
て
い
ま
す
。（
北
水

海
道
駅
か
ら
２
km
、参

拝
自
由
、
@
０
２
９
７

（
２４
）２
１
１
４
）�
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至取手→�
な か つ ま �

3.4km・5分�

中 妻 �
きたみつかいどう�

1.8km・3分�

北 水 海 道 �
みつかいどう�

同駅からの距離・所要�

水 海 道 �

＝駅員配置駅�

み つ ま �

6.4km・10分�

三 妻 �
み な み い し げ �

9.7km・14分�

南 石 下 �
い し げ �

11.3km・17分�

石 下 �

鴨汁そばの美味しい店～志な乃�
沿線に美味しい
蕎麦店は数多くあ
りますが、北水海
道駅に程近い「志
な乃」さんは地元
でも鴨汁蕎麦、う
どんの定評ある隠
れた名店なんです。
取材は一切お断

りというところなんですが、さりげなく掲載するならとご主
人の許可を頂いたものです。ですから、能書きは言いま
せんので、ここでは写真（鴨汁合盛・800円）のみで勘
弁して下さい。昼間４時間のみの営業となっています。（北
水海道駅から徒歩３分、11時～15時、水曜日定休）�

若鳥丸焼きの名店教えます～クロサワ�

水海道市商工観光課・水海道市観光協会　@0297-23-2111�
関東鉄道水海道駅　@0297-22-0453

関東鉄道水海道営業所　@0297-22-0452�
関鉄常総タクシー　@0120-62-8817

へ
ら
鮒
釣
り
が
楽
し
め
る
桜
の
名
所
�

〜
吉
野
公
園
�

ま
る
ご
と
栗
入
り
最
中
の
味
�

〜
い
ろ
は
や
製
菓
�

豊
田
城
は
町
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
�

〜
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
�

小
貝
川
の
川
辺
に
１
３
４
６
年
〜
１
３
７
０
年（
正
平
年

中
）に
豊
田
氏
12
代
善
基
に
よ
っ
て
築
城
さ
れ
た
と
さ
れ
る

豊
田
城
。
城
跡
は
小
貝
川
の
改
修
で
詳
細
不
明
と
な
り
ま

し
た
が
、１
５
７
５
年（
天
正
３
年
）に
廃
城
と
な
っ
て
い
ま

す
。
現
在
で
は
所
縁
の
地
に
１
９
９
２
年（
平
成
４
年
）に
豊

田
城
を
模
し
た
５
層
７
階
建
て
の
展
示
施
設
「
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
石
下
町
の
歴
史
と

産
業
、長
塚
節
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。（
石
下
駅
か

ら
徒
歩
10
分
、展
示
室
入
館
料
４
０
０
円
、９
時
〜
16
時
30

分
、月
曜
日
休
館
、@
０
２
９
７（
４２
）０
１
６
９
）�

三
妻
駅
に
程
近
い
集
落
の
一
角
に
「
と
げ
ぬ
き
地
蔵
」
が

あ
り
ま
す
。
常
総
線
沿
線
に
は
新
取
手
の
と
げ
ぬ
き
地
蔵

と
並
び
信
仰
の
深
い
地
域
尊
な
の
で
す
。
大
正
２
年
に
団
子

屋
と
し
て
創
業
し
た
い
ろ
は
や
製
菓
さ
ん
が
、そ
の
お
地
蔵

様
に
因
み
25
年
前
に
造
っ
た
の
が
こ
の
「
三
妻
の
と
げ
ぬ
き

地
蔵
最
中
」
で
す
。
厳
選
さ
れ
た
北
海
道
小
豆
の
中
に
、茨

城
県
産
の
栗
が
丸
ご
と
入
っ
た
数
々
の
賞
を
受
賞
し
て
い
る

手
造
り
の
逸
品
で
す
。パ
リ
ッ
と
し
た
生
地
の
食
感
は
他
の

最
中
に
は
な
い
こ
の
店
な
ら
で
は
の
も
の
。
開
店
後
ま
も
な

く
常
総
線
が
開
通
し
、団
子
造
り
の
最
中
に
関
東
大
震
災

に
遭
い
店
は
倒
壊
し
た
そ
う
で
す
。
看
板
娘
？
の
す
み
さ
ん

は
震
災
直
後
に
生
ま

れ
た
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
。
嫁
の
栄

子
さ
ん
２
人
で
味
を

守
り
続
け
て
い
ま
す
。

（
三
妻
駅
前
・
７
時
30

分
〜
18
時
、第
１
・
３

火
曜
日
定
休
、
@
０

２
９
７（
２２
）７
２
２
４
）�

小
貝
川
の
廃
川
を
利
用
し
て
、へ
ら
鮒
釣
り
と
春
に
は
桜

の
名
所
と
し
て
親
し
ま
れ
て

い
る
吉
野
公
園
。
市
営
の
桜

と
釣
り
の
名
所
と
し
て
、釣
り

場
は
水
面
積
５
万
㎡
、周
囲

約
４
km
に
及
ぶ
広
大
な
自
然

を
生
か
し
た
家
族
で
も
楽
し

め
る
憩
い
の
場
に
な
っ
て
い
ま

す
。（
三
妻
駅
か
ら
１
km
、5

時
30
分
〜
16
時
30
分
、木
曜

日
定
休
、@
０
２
９
７（
２２
）９

３
４
９
）�

�

石
下
名
物
・
団
子
の
名
店
�

小
説
「
土
」
の
著
作
者
�

長
塚
節
の
生
家
�

農
民
文
学
の
不
朽
の
名
作
と
言
え
る
「
土
」
は
余
り
に
も

有
名
で
、著
作
者
で
あ
る
長
塚
節
の
生
家
が
鬼
怒
川
を
渡
っ

た
川
向
か
い
に
あ
り
ま
す
。１
８
７
９
年（
明
治
12
年
）に
豪

農
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
節
は
、正
岡
子
規
の
門
下
に
入

り
伊
藤
佐
千
夫
と
と
も
に
「
ア
ラ
ゝ
ギ
」
を
創
刊
。
明
治
43

年
に
は
夏
目
漱
石
の
推
挙
に
よ
り
、１
５
１
回
に
わ
た
り
新

聞
連
載
で
発
表
し
た
の
が
小
説
「
土
」
な
の
で
す
。そ
の
後
、

土
に
続
く
大
作
構
想
も
束
の
間
、旅
先
の
福
岡
で
36
歳
の

生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。こ

の
生
家
の
書
院
に
は
、執

筆
し
や
す
く
斜
面
に
造
ら

れ
た
愛
用
の
机
や
旅
先
で

使
用
し
た
菅
笠
や
衣
装

な
ど
が
保
存
さ
れ
て
い
て
、

庭
と
書
院
が
公
開
さ
れ
、

ガ
イ
ド
さ
ん
が
詳
し
く
レ

ク
チ
ャ
ー
し
て
く
れ
ま
す
よ
。

（
@
０
２
９
７（
４２
）５
７
９

７
、
10
時
〜
16
時
、石
下

駅
か
ら
４
km
）�

石下の美酒ここにあり�
常総線沿線は良質米の産地として、古くから酒造りが
盛んでした。石下町には現在２つの蔵元があり、地元茨
城の銘酒として高い評価を受けています。まず「一人娘」
（山中酒造店）は、１８０５年（文化２年）に創業した老舗
の蔵元。昔は裏を流れる鬼怒川の清流で酒を仕込んだ
といいます。水が軟水なので甘口に造ると口がだれる、
と思い切って辛口に仕立て、昭和11年には全国品評
会で優等、さらに19年の全国新酒鑑評会で１位となっ
たことで全国にその名が知れ渡りました。一方、「紬美人」
（野村醸造）は、１８９７年（明治30年）創業の蔵元。近
江系が多い県内でここは地元系の蔵元で、谷和原村
の契約農家で作られた米と筑波山の湧き水で醸した拘

りのお酒なんです。蔵人が高齢化さ
れる中で、ここのスタッフは若手が多
いのも特徴。平成12年には全国新
酒鑑評会で金賞を受賞しています。
（山中酒造＝@０２９７－４２－２００４、
平日で５人以上の見学可（要予約）、
石下駅から徒歩５分、野村醸造＝
@０２９７－４２－２０５６、見学随時、
石下駅から徒歩15分）�

石
下
町
に
来
た
ら
食
べ
て
欲
し
い
の
が
「
団
子
」
。
そ
こ
で

町
の
名
産
に
も
な
っ
て
い
る
、２
件
の
団
子
屋
さ
ん
を
紹
介

し
ま
し
ょ
う
。
昭
和
３
年
に
創
業
し
た
「
春
子
屋
」
さ
ん
は
、

か
つ
て
は
旅
人
相
手
の
茶
店
だ
っ
た
そ
う
で
す
。こ
の
店
で

は
元
来
、団
子
一
種
類
の
み
を
貫
い
て
、そ
の
日
売
る
分
だ

け
手
造
り
す
る
こ
し
餡
団
子
。
餅
が
な
く
な
る
と
再
仕
込
み

が
で
き
な
い
た
め
、店
を
閉
め
る
こ
と
も
。
一
方
、隣
の
「
ゆ

た
か
や
」
さ
ん
も
、ふ
る
さ
と
だ
ん
ご
の
名
甘
み
を
抑
え
た
素

朴
な
逸
品
で
近
年
、甘
味
喫
茶
の
店
と
し
て
支
店
も
好
評

な
の
で
足
を
運
ん
で
み
て
は
如
何
で
ょ
う
か
？
。
共
に
地
元

の
コ
シ
ヒ
カ
リ
と
北
海
道
の
小
豆
を
用
い
て
造
ら
れ
て
い
ま

す
が
、微
妙
に
餅
の
固
さ
が
違
う
の
で
双
方
味
わ
っ
て
見
て

下
さ
い
。
日
持
ち
が
し
な
い
の
で
、万
一
固
く
な
っ
た
ら
湯
で

溶
い
て
お
し
る
こ
に
す
る
と
美
味
し
い
で
す
よ
。（
春
子
屋
本

店
＝
８
時
30
分
〜
19
時
、@
０

２
９
７（
４２
）２
２
３
２
、水
曜

日
定
休
、バ
イ
パ
ス
店
＝
８
時

30
分
〜
18
時
、
@
０
２
９
７

（
４２
）０
２
３
３
、ゆ
た
か
や
本

店
＝
８
時
〜
18
時
30
分
、月
曜

日
定
休
、@
０
２
９
７（
４２
）２

６
４
６
、城
下
新
石
下
店
＝
@

０
２
９
７（
４２
）１
４
１
４
、両

本
店
は
石
下
駅
か
ら
徒
歩
15
分
）�

明治時代から石下の地で鳥一筋にこだわっている名店があります。このクロサワ（黒
澤朝男社長）さんは、お爺さんの代から鳥卸業者として創業し、石下駅から貨物列
車に乗せて東京へ出荷した、と当時を振り返りました。鳥に対するこだわりはそれは
半端なものではなく、この店の若鳥の丸焼きが人気高い所以なのです。40年前に
始めた「若鳥の丸焼き」は、冷凍は一切使用せず、全国の養鶏場を訪ねて辿り着
いた福島県産。その日に仕入れて独自のタレで焼き上げる、骨まで染み
渡る味はこの店ならではのもの。非常に肉が柔らかく一度食べたら忘れ
られない逸品です。（石下駅から徒歩２分、本店＝９時～18時、火曜日定
休、@０２９７－４２－２６０９、西原店＝@０２９７－４２－３３６２）�
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山
門
の
彫
刻
は
左
甚
五
郎
の
作
�

〜
常
光
寺
�

安
産
と
子
供
を
守
る
観
音
様
�

〜
十
一
面
観
音
菩
薩
�

水
運
の
繁
栄
を
垣
間
見
る
�

〜
宗
道
河
岸
跡
�

鬼
怒
川
を
背
に

す
る
畑
の
一
角
に

ひ
っ
そ
り
佇
む
お
堂

が
あ
り
、堂
内
に
は

観
音
像
、大
日
如
来
、

不
動
明
王
が
安
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
観

音
様
は
行
基
菩
薩

作
の
カ
ヤ
材
の
一
木

彫
立
像
で
、安
産
と

子
育
て
の
神
様
と

し
て
信
仰
さ
れ
て
い

ま
す
。
毎
月
９
日
が

縁
日
と
な
っ
て
い
ま

す
。（
玉
村
駅
か
ら

徒
歩
20
分
、
参
拝

自
由
）�

た ま む ら �

13.5km・21分�

玉 村 �
そ う ど う �

15.5km・24分�

宗 道 �

国
の
モ
デ
ル
事
業
で
あ
る
水
環
境
創
造
事
業
と
し
て
整

備
さ
れ
た
農
水
路
付
近
は
、か
つ
て
水
運
に
利
用
さ
れ
て
い

た
上
・
中
・
下
と
主
要
の
河
岸
が
３
つ
あ
り
ま
し
た
。
鬼
怒
川

か
ら
江
戸
に
至
る
物
流
の
要
衝
で
、常
総
線
の
開
通
以
降
、

鉄
道
輸
送
へ
と
変
わ

り
ま
し
た
。
改
修
さ

れ
た
現
在
は
、宅
地

な
ど
で
姿
を
消
し
ま

し
た
が
、
今
で
も
地

形
か
ら
当
時
の
相
貌

を
感
じ
と
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
周
辺
は

遊
歩
道
や
休
憩
施
設

を
備
え
、訪
れ
た
方

が
く
つ
ろ
げ
る
空
間

と
な
っ
て
い
ま
す
。（
宗

道
駅
か
ら
徒
歩
10
分
）�

日
光
東
照
宮
の
「
眠
り
猫
」
と
言
え
ば
、左
甚
五
郎
で
有

名
で
す
が
、こ
の
常
光
寺
の
山
門
に
納
め
て
あ
る
龍
の
彫
刻

は
同
氏
の
作
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
夜
な
夜
な
龍
が

山
門
か
ら
隣
の
常
光
寺
沼

に
抜
け
出
し
て
、水
浴
び

に
出
た
の
で
、龍
の
目
玉

に
止
め
釘
を
打
ち
込
ん
だ

と
い
う
伝
説
が
あ
り
ま
す
。

（
玉
村
駅
か
ら
徒
歩
25
分
、

参
拝
自
由
）�

手
ぶ
ら
で
行
け
る
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
パ
ー
ク
�

〜
ほ
っ
と
ラ
ン
ド
き
ぬ
�

隣
接
す
る
ゴ
ミ
処
理
場
の
余
熱
を
利
用
し
た
温
水
プ
ー

ル
と
11
種
類
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
お
風
呂
が
楽
し
め

ま
す
。プ
ー
ル
サ
イ
ド
ま
で
も
全
館
床
暖
房
を
完
備
し
、水

着
や
タ
オ
ル
の
レ
ン
タ
ル
も
あ
る
の
で
手
ぶ
ら
で
行
け
る
手

軽
さ
が
人
気
な
の
で
す
。ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
も
あ
り
ま
す

の
で
、日
頃
の
疲

れ
を
癒
し
、
ゆ
っ

た
り
と
し
た
一
日

が
満
喫
で
き
ま
す
。

（
宗
道
駅
か
ら
徒

歩
20
分
、
10
時
〜

21
時
、月
曜
日
休
館
、

入
館
料
５
０
０
円
、

@
０
２
９
６（
３０
）

４
１
２
６
）�

4

千代川村役場�

石下町役場�



石臼挽き手打ちそば店みつけた～追分�

し も つ ま �だ い ほ う �

18.6km・28分�21.2km・32分�

常総線�

路線バス�

下 妻 �大 宝 �

　その街に美味
しい蕎麦店の存
在を知ると、どうも
黙っていられない
のが本誌のこだ
わり。だから毎号、
お蕎麦屋さんが
必ずといって載る
のはそのためで、
半端な店では決し
て誌面を飾れない
ことを編集方針と
しています。1971
年（昭和46年）に
開店したこの「追
分」さんは自家石
臼でひきたての蕎
麦粉を使うこだわ
り手打ちそばの店。
鰹節の厚削りも
出来合いは一切
使わず、お店で削
っているんです。粉の乾燥状態などご機嫌とりながらいい仕事をしてい
ます。手間隙かけたものだから、美味しい蕎麦が提供できる訳。まだ僕

は修行中です、と謙遜
する2代目の息子さん
は言います。ゆっくり味
わいたいなら昼時を避
けた方が無難です。（下
妻駅から徒歩12分、11
時～20時、5週月は第2・
4金曜日、4週月は第1・
3金曜日定休、@0296
－44－2418）�

市
民
が
憩
う
水
辺
の
オ
ア
シ
ス
〜
�

砂
沼
広
域
公
園
�

�砂
沼
に
接
す
る
約
80
万
㎡
の
広
大
な
地
に
、野
球
場
や

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
な
ど
自
然
を
活
か

し
た
施
設
を
は
じ
め
、整
備
さ
れ
た
6
㎞
に
及
ぶ
遊
歩
道
を

散
策
す
る
と
、沼
を
懐
と
す
る
景
観
を
堪
能
で
き
ま
す
。
春

に
は
、50
種
2
0
0
0
本
の
桜
が
美
し
く
、6
月
に
は
菖
蒲
、

ア
ジ
サ
イ
が
彩
り
ま
す
。
公
園
内
に
は
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ダ

ー
や
波
の
プ
ー
ル
な
ど
10
種
類
の
プ
ー
ル
が
楽
し
め
る
「
砂

沼
サ
ン
ビ
ー
チ
」
が
あ
り
、シ
ー
ズ
ン
に
は
下
妻
駅
か
ら
バ
ス

が
直
結
し
ま
す
。（
下
妻
駅
か
ら
関
鉄
パ
ー
プ
ル
バ
ス
で
東
長

塚
バ
ス
停
下
車
、@
0
2
9
6（
43
）6
6
6
1
）�

�����������������������

地
ビ
ー
ル
が
味
わ
え
る
く
つ
ろ
ぎ
リ
ゾ
ー
ト
〜
�

ビ
ア
ス
パ
ー
ク
し
も
つ
ま
�

�砂
沼
に
近
く
温
泉
・
地
ビ
ー
ル
工
場
・
ホ
テ
ル
が
融
合
す
る

「
ビ
ア
ス
パ
ー
ク
し
も
つ
ま
」
で
は
、毎
分
1
4
0
Î
の
湧
出

量
を
誇
る
天
然
温
泉
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
、季
節
限
定
ビ
ー
ル

が
揃
う
レ
ス
ト
ラ
ン「
パ
ス
ト
レ
イ
ク
」
で
地
ビ
ー
ル
を
味
わ
い

宿
泊
ま
で
で
き
る
、こ
こ
は
砂
沼
エ
リ
ア
の
新
し
い
く
つ
ろ
ぎ

リ
ゾ
ー
ト
。
体
験
農
園
や
体
験
工
房
、農
産
物
直
売
も
あ
り
、

家
族
レ
ジ
ャ
ー
の
拠
点
と
し
て
是
非
訪
れ
た
い
お
薦
め
ス
ポ

ッ
ト
な
の
で
す
。（
下
妻
駅
か
ら
関
鉄
パ
ー
プ
ル
バ
ス
で
長
塚

バ
ス
停
下
車
徒
歩
10
分
、第
2
火
曜
日
休
館
、@
0
2
9
6

（
30
）5
1
2
1
、入
湯
料
7
0
0
円
、10
時
〜
22
時
、レ
ス

ト
ラ
ン
11
時
〜
21
時
30
分
）�

リ
バ
ー
サ
イ
ド
は
日
本
一
の
ポ
ピ
ー
畑
〜
�

小
貝
川
ふ
れ
あ
い
公
園
�

�小
貝
川
の
河
川
敷
に
季
節
に
な
る
と
5
0
0
万
本
の
ポ

ピ
ー
が
咲
き
誇
る
お
薦
め
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
川
向
か
い

に
そ
び
え
る
筑
波
山
を
バ
ッ
ク
に
撮
影
や
写
生
の
ベ
ス
ト
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
て
、園
内
に
は
国
蝶
「
オ
オ
ム
ラ
サ

キ
」
を
象
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
施
設
「
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
」
が

あ
り
、大
自
然
を
満
喫
で
き
る
リ
バ
ー
サ
イ
ド
エ
リ
ア
で
す
。

見
頃
は
5
月
中
旬
か
ら
で
下
旬
に
は
毎
年
「
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
か
れ
ま
す
。（
下
妻
駅
か
ら
関
鉄
パ
ー
プ
ル

バ
ス
で
比
毛
バ
ス
停
下
車
徒
歩
5
分
）�

駅
に
近
い
関
東
最
古
の
八
幡
宮
〜
�

大
宝
八
幡
宮
�

�　
7
0
1
年（
大
宝
元
年
）に
創
建
さ
れ
た
関
東
最
古
の

八
幡
宮
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
駅
に
程
近
い
境
内
は
か
つ
て

の
大
宝
城
の
城
跡
に
あ
た
り
国
指
定
史
跡
に
な
っ
て
い
ま
す
。

平
将
門
も
た
び
た
び
戦
勝
祈
願
に
参
拝
し
た
と
言
わ
れ
、

1
5
7
7
年（
天
正
5
年
）に
再
建
さ
れ
た
三
間
社
流
造
の

本
殿
は
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

古
墳
時
代
の
丸
木
舟
や
お
宝
が
展
示
さ
れ
た
資
料
館
も
あ

り
、第
1
日
曜
日
に
骨
董
市
が
開
か
れ
ま
す
。（
大
宝
駅
か

ら
徒
歩
3
分
、参
拝
自
由
、資
料
館
入
館
料
2
0
0
円
）�

大宝駅は無人駅なのですが、この駅の入場券が「大

きい宝が入る」と縁起担ぎの人気アイテムになってい

るのです。昔ながらの硬いきっぷで、財布にそっと忍

ばせるもよし、宝くじと一緒にしたりと、購入後の使い

方は様々。きっと願いを叶えてくれること請け合

いです。同切符は常総線の全駅（有

人駅）で1枚120円

で好評発売

中です。�

下妻市企画課　@0296-43-2111　関東鉄道下妻駅　@0296-44-2659　関鉄パープルバス　@0296-30-5071
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MAP

と ば の え �

23.5km・35分�

常総線�

騰 波 ノ 江 �
く ろ ご �

26.1km・39分�

黒 子 �
お お た ご う �

29.8km・44分�33.6km・49分�

大 田 郷 �
し も だ て �

下 館 �

新しくなりました～黒子駅�
お客様により良い駅環境を提供するため、黒子

駅のリニューアル化を図りました。駅舎のデザ

インを刷新するとともに、男女別水洗トイレの設

置を行なうなど、利用者の皆様から好評です。�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
常総線、今は昔～三所支線�
今から40年前、大田郷から関城町を通り鬼怒

川縁に至る路線が伸びていました。鬼怒川は良

質な砂利が採れたことから、この三所支線から

常総線を介して貨物輸送を行ない、併せて大田

郷までの旅客輸送も行なっていました。今では

その痕跡を確認することは難しいのですが、当

時の大田郷駅舎は今とは反対側に位置し、水海

道に向かって右にカーブを描いていった線路跡

が歩道になった今、確認できます。�

関城町企画課　　@0296-37-6111�
下館市企画課　　@0296-24-2111�
関東鉄道下館駅　@0296-24-6035

開
駅
当
時
の
温
も
り
を
残
す
木
造
駅
舎
〜
�

騰
波
ノ
江
駅
�

�常
総
線
で
唯
一
の
木
造
駅
舎
の
温
も
り
を
今
に
伝
え
る

騰
波
ノ
江
駅
は
、1
9
2
6
年（
大
正
15
年
）8
月
15
日
に

開
駅
し
ま
し
た
。
駅
名
の
由
来
は
、奈
良
時
代
の
風
土
記
に

「
と
ば
の
お
う
み
・
騰
波
ノ
江
」
、ま
た
万
葉
集
に
も
「
鳥
羽

の
淡
海
・
と
ば
の
お
う
み
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、か
つ

て
は
周
辺
一
帯
が
海
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
で
き
ま
す
。
開

駅
当
時
の
変
わ
ら
ぬ
佇
ま
い
を
今
に
残
す
駅
と
し
て

2
0
0
1
年
10
月
に
関
東
の
駅
百
選
の
認
定
を
受
け
て
い

ま
す
。
�

南
北
朝
時
代
の
攻
防
戦
地
〜
�

関
城
跡
・
坑
道
跡
�

�大
宝
沼
と
い
う
周
辺
の
地
の
利
を
活
か
し
て
造
ら
れ
た

9
万
㎡
に
及
ぶ
城
郭
が
あ
り
ま
し
た
。
今
も
遺
跡
と
し
て

残
さ
れ
て
お
り
、関
城
跡
か
ら
農
道
を
2
0
0
m
ほ
ど
入
っ

た
畑
の
一
角
に
坑
道
跡
が
あ
り
ま
す
。
後
醍
醐（
南
朝
）方
の

関
宗
祐
と
足
利（
北
朝
）方
の
抗
争
が
激
化
し
、互
い
に
掘
っ

て
の
攻
防
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。（
騰
波
ノ
江
駅
か

ら
徒
歩
15
分
）�

������������

地
域
の
農
産
物
が
勢
揃
い
〜
�

J
A
北
つ
く
ば
ペ
ア
シ
ョ
ッ
プ
�

�平
成
5
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
こ
の
店
は
、J
A
北
つ
く
ば

が
運
営
す
る
農
産
物
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
。
管
轄
す
る
エ
リ

ア
か
ら
収
穫
さ
れ
た
様
々
な
季
節
の
農
産
物
が
手
に
入
り

ま
す
。
隣
接
す
る
食
堂
で
は
関
城
町
産
の
地
粉
を
使
用
し

た
蕎
麦
が
人
気
。
店
頭
で
焼
き
い
も
を
販
売
し
た
り
、季
節

の
イ
ベ
ン
ト
や
新
商
品
の
開
発
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。
近
々
、

青
大
豆
を
使
っ
た
に
が
り
1
0
0
％
の
豆
腐
が
デ
ビ
ュ
ー
し

ま
す
の
で
注
目
で
す
。（
黒
子
駅
か
ら
徒
歩
10
分
、国
道

2
9
4
号
線
沿
い
、
9
時
〜
18
時
、
水
曜
日
定
休
、

@
0
2
9
6（
37
）4
1
0
1
）�

県
内
最
大
面
積
を
誇
る
道
の
駅
〜
�

道
の
駅
し
も
つ
ま
�

�県
内
の
道
の
駅
は
数
あ
れ
ど
、こ
の
「
道
の
駅
し
も
つ
ま
」

は
1
万
9
千
㎡
の
敷
地
面
積
を
誇
る
県
内
最
大
の
も
の
。

周
辺
の
菓
子
や
工
芸
品
に
至
る
お
土
産
が
揃
う
物
産
セ
ン

タ
ー
、近
隣
の
農
家
で
収
穫
さ
れ
た
朝
採
り
野
菜
が
手
に
入

る
直
売
所
に
併
せ
て
ミ
ニ
納
豆
工
場
や
蕎
麦
打
ち
体
験
が

で
き
る
加
工
場
ま
で
完
備
さ
れ
て
い
ま
す
。（
黒
子
駅
か
ら

徒
歩
20
分
、国
道
2
9
4
号
線
沿
い
、6
時
〜
22
時
、年
中

無
休
、@
0
2
9
6（
30
）5
2
9
6
）�

関東の駅百選認定駅�

至真岡� 至小山�

JR水戸線�

真岡鐵道�

6

294

125

下妻市�

大
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騰
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ノ
江�

黒
　
子�

下
　
妻�

関
東
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総
線�

↑
至
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MAP
キャベツてんこ盛りは親心の証し～駅前ラーメン�

近
代
陶
芸
作
家
の
先
駆
者
〜
�

板
谷
波
山
記
念
館
�

�下
館
出
身
の
陶
芸
家
と
し
て
、そ
の
遺
業
と
功
績
を
称

え
後
世
に
残
す
べ
く
公
開
し
て
い
る
の
が
、こ
の
記
念
館
な

の
で
す
。
明
治
5
年
の
誕
生
か
ら
東
京
美
術
学
校（
現
・
東

京
芸
術
大
学
）に
入
学
す
る
明
治
22
年
ま
で
過
ご
し
た
生

家（
県
指
定
文
化
財
）や
、東
京
田
端
の
工
房
で
使
用
し
た

窯
な
ど
、名
作
の
数
々
を
展
示
し
て
い
ま
す
。ま
た
、創
作
活

動
の
傍
ら
郷
土
の
文
化
財
保
護
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
す
る

活
動
に
も
力
を
注
い
だ
と
言
い
ま
す
。
筑
波
山
に
因
ん
だ
号

か
ら
も
郷
土
を
愛
し
た
同
氏
の
軌
跡
を
垣
間
見
れ
る
場
所

で
す
。（
下
館
駅
か
ら
徒
歩
10
分
、10
時
〜
17
時
、月
曜
日
、

年
末
年
始
休
館
、入
館
料
2
0
0
円
、@
0
2
9
6（
25
）

3
8
3
0
）�

������������������

中
心
部
に
残
る
文
化
財
家
屋
〜
�

荒
川
家
住
宅
�

�下
館
駅
北
口
か
ら
歩
け
ば
古
い
町
並
み
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。こ
の
荒
川
家
は
平
成
11
年
に
県
下
初
の
個
人
所

有
で
有
形
文
化
財
指
定
を
受
け
た
家
屋
な
ん
で
す
。
江
戸

時
代
か
ら
醤
油
、味
噌
製
造
を
営
ん
で
い
た
荒
川
家
。
主
屋

は
ア
ー
ル
デ
コ
洋
式
を
取
り
入
れ
た
昭
和
初
期
の
造
り
、土

蔵
・
店
舗
は
明
治
、大
正
建
築
の
ど
っ
し
り
し
た
風
格
を
醸

し
出
し
て
い
ま
す
。
主
屋
は
、は
け
付
け
と
い
う
コ
ン
ク
リ
ー

ト
に
大
谷
石
を
砕
い
て
混
ぜ
た
外
装
は
仄
か
に
緑
が
か
っ
た

自
然
の
色
調
が
伺
え
る
も
の
で
す
。
今
は
酒
屋
と
し
て
営
業

し
て
い
る
店
の
天
井
を
見
る
と
、格
子
と
な
っ
て
い
る
見
張

り
窓
の
細
工
が
施
さ
れ
、泥
棒
避
け
に
覗
い
て
使
用
し
て
い

た
そ
う
で
、美
人
の
女
将
さ
ん
が
丁
寧
に
レ
ク
チ
ャ
ー
し
て

く
れ
ま
し
た
。（
下
館
駅
北
口
か
ら
徒
歩
7
分
）�

�������������������

ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
が
も
っ
と
好
き
に
な
る
〜
�

下
館
工
房
�

�下
館
に
は
日
本
ハ
ム
の
工
場
が
あ
り
ま
す
が
、隣
接
す
る

「
下
館
工
房
」
さ
ん
は
2
0
0
2
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
本
場

ド
イ
ツ
の
伝
統
製
造
に
基
づ
い
た
本
格
的
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ

を
提
供
す
る
お
店
。
店
内
に
は
同
店
ブ
ラ
ン
ド
の
製
品
販
売
、

ソ
ー
セ
ー
ジ
カ
フ
ェ
で
は
軽
食
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、手
づ
く

り
体
験
工
房
で
は
1
週
間
前
ま
で
の
申
し
込
み
で
参
加
費
、

材
料
費
を
払
え
ば
1
名
〜
36
名
ま
で
の
自
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル

ソ
ー
セ
ー
ジ
を
造
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
に

も
っ
と
親
し
ん
で
欲
し
い
、と
い
う
企
業
の
願
い
が
込
め
ら
れ

た
お
し
ゃ
れ
な
工
房
で
す
。（
下
館
駅
南
口
か
ら
徒
歩
15
分
、

11
時
〜
20
時
、水
曜
日
定
休
、@
0
2
9
6（
21
）1
1
2
9
）�

　南口駅前に何の看板もないラーメン屋さんがあります。この「駅
前ラーメン」さんは、昔から根強いファンが多い店なんです。そ
れは、この店の「タンメン」（650円）に訳がありました。「ウ
チは一切宣伝はしないし、取材も断って来た！」と職人気
質の女将さんの言葉に一瞬怯んでしまいましたが、ここ
で帰る訳には行かず取材願いを止めて常総線のことや
昔の話しをしていたら自ら本題の話に入ってくれて一段落。
これが注文した誰もが驚くボリュームなんですよ。キャベツ
が並 と々盛られて、食べても麺が顔を出さない格闘の世界に
誘ってくれます。実は、昔から単身赴任のサラリーマンや学生さん
が良く来てくれて、お客の健康を願って始めた女将さんの親心だった
のです。でも、厳選された青キャベツだから柔らかくて見た目よりも食べ
られる。質を変えたらお客に申し訳ない、キャベツが価格変動してもそ
う言う商売はできない、と思いが込められた逸品です。（下館駅南口前、
12時～16時・17時30分～22時、月曜日定休、@0296－24－1310）�

●常総線時刻表（水海道発・下り）［平日］�
5:17  5:37  5:59  6:23  6:46  7:07  7:44  8:20  
8:59  9:46  10:09  10:31  11:06  11:29  12:24  
13:13  14:03  14:38  15:10  15:34  15:55  16:19  
16:42  17:29  18:03  18:30  19:12  19:39  20:16  
20:42  21:16  21:58  22:34  23:25

●常総線時刻表（水海道発・下り）［土休日］�
5:17  5:37  5:59  6:23  6:46  7:07  7:44  
8:20  8:59  9:46  10:09  10:31  11:06  11:29  
12:24  13:13  14:03  14:38  15:10  15:55  
16:19  16:42  17:29  18:03  18:30  19:12  
20:15  20:42  21:16  21:58  22:34  23:25

●常総線時刻表（下館発・上り）［平日］�
6:07  6:29  6:52  7:13  7:14  7:41  8:04  8:44  
9:18  9:51  10:28  11:12  12:09  12:59  13:58  
14:43  15:17  15:42  16:26  17:22  18:37  
19:10  19:37  20:36  21:21  22:33

●常総線時刻表（下館発・上り）［土休日］�
6:07  6:29  6:52  7:13  7:41  8:04  8:44  9:18  
9:51  10:28  11:12  12:09  12:59  13:58  
14:43  15:17  15:42  16:26  17:22  18:02  
18:37  19:10  19:37  20:36  21:21  22:33
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50

50

294

294

下館市�

下
館
二
高
前�

下　館�

板谷波山�
記念館�

荒川家住宅�

駅前ラーメン�

下館工房�

下館市役所�

真
岡
鐵
道�

関
東
鉄
道
常
総
線
�

至
大
田
郷
↓�

水 戸 線
�

新取手駅・寺原駅・守谷駅のリニューアル�
このほど、新取手駅舎がリニューアルされ市鳥であ

るフクロウの住む森をイメージした駅舎のデザインと

なりました。自動改札機、男女別水洗トイレ、ホームに

架かるスロープを新設しています。併せて寺原駅も黄

色を基調とした大きい屋根の明るい駅舎です。一方、

つくばエクスプレス（TX）とのジャンクション駅となる

守谷駅では、新駅舎の施工に伴い現在、仮駅舎にて営

業をしております。橋上駅となる新駅舎は常総線とTX

が一体となった機能性と快適性を備えた新しい駅舎デ

ザインとなっています。平成17年3月を目途に竣工予

定となっております。�

寺原駅�

新取手駅�

守谷駅�



高速バス時刻表�

乗合路線バス時刻表�

東京駅→筑波山（高速バス）　1,730円（所要＝１時間
40分）�
筑波駅→真壁駅（乗合路線バス）　540円（所要＝20分）�

★常磐高速バスニューつくばね号は座席定員制です。
所要時間は道路交通渋滞等で変化する場合があり
ます。�

●交通MEMO

●東京駅→筑波山　下り�
7:20  9:10  11:10  12:50  14:50  16:40  
18:40  20:20
●筑波山→東京駅　上り�
5:50  7:45  10:00  12:00  14:05  15:50  
17:25  19:15

●筑波駅→真壁駅�
［平日］ 7:45  8:12  14:50  17:35  18:30  19:25 �
［土休日］ 10:20  15:30  16:20
●筑波駅→真壁駅→岩瀬中央公民館�
［平日］7:07  10:20  12:15  15:10  17:00 �
［土休日］7:20  9:20  12:20  14:25  17:30

関東鉄道つくば北営業所　@0298-66-0510�
関鉄パープルバス　　　　@0296-30-5071

旅
の
始
ま
り
は
駅
か
ら
〜
�

旧
真
壁
駅
�

�

地
域
の
足
と
し

て
使
命
を
終
え
た

筑
波
鉄
道
。
そ
の

軌
道
跡
は
自
転
車

専
用
道
『
り
ん
り
ん

ロ
ー
ド
』
と
し
て
整

備
さ
れ
、
旧
真
壁

駅
構
内
は
ト
イ
レ

を
備
え
た
休
憩
所

と
な
り
、筑
波
駅
、

下
妻
や
岩
瀬
方
面

へ
の
バ
ス
発
着
所
と

な
っ
て
い
ま
す
。か
つ
て

は
こ
の
駅
か
ら
周
辺
の

農
産
物
や
石
材
が
貨

物
列
車
で
運
ば
れ
、季

節
に
な
る
と
彩
る
桜

が
大
変
素
晴
ら
し
い
駅

で
し
た
。
そ
の
証
と
し
て
、

ホ
ー
ム
の
一
部
と
桜
の

木
を
残
し
つ
つ
整
備
さ
れ
、

住
民
や
訪
れ
た
方
々
の

憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

鉄
路
が
消
え
て
16
年
、ホ

ー
ム
上
の
桜
だ
け
は
今

も
変
わ
る
こ
と
な
く
春
の

訪
れ
を
伝
え
て
い
ま
す
。
�

筑
波
山
と
加
波
山
の
麓
に

位
置
す
る
真
壁
町
は
、平
安

時
代
末
期
に
真
壁
氏
が
城
を

築
き
、笠
間
藩
の
陣
屋
支
配

を
受
け
る
江
戸
時
代
ま
で

当
地
を
治
め
た
歴
史
あ
る
街

で
す
。
市
街
に
は
、江
戸
時
代

か
ら
大
正
期
に
造
ら
れ
た

見
世
蔵
・
土
蔵
・
門
な
ど
の

歴
史
的
建
造
物
が
今
な
お

残
り
、タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た

か
の
よ
う
な
不
思
議
な
趣
を

醸
し
出
し
て
い
る
の
が
魅
力

で
す
。
現
在
で
は
、
60
軒
を
超
え
る
建
造
物
が

国
の
有
形
文
化
財
登
録
を
受
け
、そ
の
数
は
町

村
レ
ベ
ル
で
日
本
一
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

石
材
工
芸
も
盛
ん
で
真
壁
石
灯
籠
は
国
指
定
の

伝
統
工
芸
に
指
定
さ
れ
て
お
り
全
国
に
流
通
さ

れ
る
一
方
、と
り
わ
け
お
菓
子
や
さ
ん
が
多
い
特

徴
を
活
か
し
、地
元
の
菓
子
商
組
合
が『
和
菓
子

の
町
』と
し
て
の
新
た
な
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
ま
す
。

文
化
財
と
伝
統
工
芸
に
触
れ
、お
菓
子
屋
さ
ん

を
巡
る
、真
壁
は
日
帰
り
散
策
に
と
っ
て
お
き
の

エ
リ
ア
な
の
で
す
。
真
壁
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
、東

京
駅
八
重
洲
南
口
④
番
の
り
ば
か
ら
筑
波
山

行
き
の
高
速
バ
ス（
ニ
ュ
ー
つ
く
ば
ね
号
）が
出
て

お
り
、筑
波
山
（
筑
波
駅
）ま
で
１
時
間
40
分
で

ア
ク
セ
ス
し
ま
す
。
そ
し
て
筑
波
駅
か
ら
真
壁
駅
、

真
壁
駅
経
由
岩
瀬
中
央
公
民
館
ゆ
き
の
乗
合

路
線
バ
ス
で
来
町
す
る
ル
ー
ト
が
お
薦
め
で
す
。
�

8



高速バス�
乗合バス�

郵
便
局
は
街
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
〜
�

旧
真
壁
郵
便
局
�

�伊
勢
屋
旅
館
さ
ん
か
ら
御
陣
屋
前
通
り
を
北
へ

歩
く
と
左
手
に
2
階
建
て
の
白
い
建
物
が
見
え
て

き
ま
す
。こ
こ
は
、1
9
7
2
年（
昭
和
2
年
）に

立
て
ら
れ
た
旧
真
壁
郵
便
局
。
現
在
は
、街
並
み

案
内
所
と
し
て
機
能
し
、石
材
工
芸
品
の
展
示
や

町
民
の
方
々
が
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
ま
す
。
館
内
は
、

出
納
窓
口
や
私
書
箱
が
当
時
の
ま
ま
残
っ
て
お
り
、

2
階
の
旧
局
長
室
は
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
て

い
ま
す
。（
真
壁
駅
バ
ス
停
か
ら
10
分
、土
・
休
日

解
放
）�

文
化
財
指
定
を
受
け
た
老
舗
旅
館
〜
�

伊
勢
屋
旅
館
�

�幕
末
か
ら
こ
の
地
で
「
勢
州
楼
」
と
い
う
名
で

料
亭
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。
現
在
の
主
屋
は
明
治

中
期
に
3
代
目
の
田
中
萬
蔵
氏
に
よ
っ
て
建
設

さ
れ
、主
屋
と
脇
蔵
は
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
真
壁
の
老
舗
旅
館
の
一
つ
で
す
。
玄
関
先

で
は
休
憩
す
る
こ
と
が
で
き
、雛
祭
り
が
行
な
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
真
壁
で
は
、
訪
れ
た
方
々
へ
の

も
て
な
し
と
出
会
い
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
を

込
め
て
、各
家
庭
の
雛
飾
り
を
公
開
し
て
い
る
の

で
す
。
こ
の
旅
館
で
も
代
々
伝
わ
る
雛
人
形
を

飾
り
来
町
者
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。（
真
壁

駅
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
10
分
、下
宿
バ
ス
停
す
ぐ
、

@
0
2
9
6（
55
）0
1
7
6
）�

御陣屋前通りは街のメーンストリート�

下宿町�

上宿町�

仲町�

り
ん
り
ん
ロ
ー
ド�

（
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
）�

石岡下館線�

旧真壁駅�

つ
く
ば
益
子
線�

見
芽
通
り�

御
陣
屋
前
通
り�

駅
前
通
り�

白川菓子�
旧真壁郵便局�

仲町休憩所�

下宿�

伊勢屋旅館�

A

A

B
C

至 旧真壁駅方面�

41

41

薬王院�

産直販売所�

り
ん
り
ん
ロ
ー
ド�

つ
く
ば
益
子
線�

筑紫湖�

至旧真壁駅方面�

7

伝正寺�

石
岡
下
館
線
�

131

151

7

7

ペンギン�

石岡下館線�

至 旧真壁駅�
方面�

江戸時代、この通り
の東側に笠間藩の
陣屋が置かれていた
ため、その名が付きま
した。潮田家、木村家、
川島家といった蔵造
りの家屋が軒を連ね、
真壁の歴史ある町
並みを形成している
通りです。バス通りに
面し、潮田家からこ
の通りを北へカメラを
向けるとベストショッ
トが撮れますよ。�

B C

真壁駅�

松石�

伝
正
寺
入
口�

古城�

農協前�

塙世�

9

おりば�

日
本
橋
口�

丸
の
内�

北
　
口�

丸
の
内�

南
　
口�

丸
の
内�

中
央
口�

国
際
観
光�

会
館�

八
重
洲�

中
央
口�

八
重
洲�

南
　
口�

のりば�

東京駅�

新幹線�

東京駅�

昭和通り�

不
忍
通
り�

浅
草
通
り�

おりば�

上野駅�
公園口�

JR上野駅�
浅草口�

広小路口�

マルイ�

営団地下鉄�
本社�

入谷口�

おりば�

筑波駅�

のりば�

筑波山神社↑�

バスターミナル�

タクシー�
乗降場�

関
東
鉄
道�

つ
く
ば
北
営
業
所�

ホーム�

売店�

←学園都市�

（旧筑波駅）�

真
壁
駅�

上り所要時間●2時間�

下り所要時間●1時間40分�

（平日上り降車専用）�

所要時間●20分�

非接触（IC）カードシステム試験導入�

取手市内を運行する当社

乗合路線バス全車（21両）に、

新たなカードシステムを試験

導入しました。このカードは、車内に設置された

センサーにカードを触れると運賃が支払えるチャージ

式回数券で、1000円単位で最高3万円までチャージ

（積増）することもできます。小銭を用意する手間も

省け、大変便利なカードです。�

旧郵便局館内に、のけ灯かりという石材工芸を見

つけました。地元の方が考案したようで、灯籠の仲間

でしょうか？何とも言えない温かさを醸し出していま

す。火鉢状に抜いた中に電灯を入れてガラスで蓋を

して、その上に小石をちりばめて透過する光のこぼれ火を楽しむ。上から、

横から覗いたりと、人々が人と触れ合うこの光のオブジェは忘れかけていた

何かを呼び起こす温かさがありました。軒先に１つずつ置いてライトアップ

すれは、また違った幻想的な景観を生み出す切っ掛けになることでしょう。�



お菓子で街をＰＲ�

懐
か
し
い
ミ
ジ
ン
コ
菓
子
と
�

餡
ド
ー
ナ
ツ
の
味
〜
白
川
菓
子
店
�

�

歴
史
あ
る
街
に
は

和
菓
子
店
が
多
く
、

そ
の
地
の
名
物
菓

子
と
い
う
も
の
が

必
ず
あ
り
ま
す
。

と
り
わ
け
真
壁
は

市
街
に
11
件
の
お
菓

子
屋
さ
ん
が
あ
り
、

こ
れ
ほ
ど
集
中
し
て

い
る
町
も
珍
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ミ
ジ

ン
コ（
微
塵
粉
）菓
子
っ
て
知
っ
て
ま
す
か
？
蒸
し

て
干
し
た
も
ち
米
を
ひ
い
て
粉
に
し
て
、砂
糖
を

混
ぜ
て
こ
ね
て
型
に
打
ち
抜
い
た
お
菓
子
で
、

落
雁（
ら
く
が
ん
）と
も
言
い
ま
す
。
鯛
や
花
飾
り

な
ど
お
祝
い
事
な
ど
に
よ
く
見
か
け
た
口
の

中
で
溶
け
る
お
菓
子
で
す
。こ
の
店

に
は
様
々
な
木
型
が
展
示

さ
れ
、木
型
の
彫
刻
を

見
る
だ
け
で
も
芸
術
的

価
値
が
あ
り
ま
す
。
一

方
で
、こ
の
店
で
見
つ
け

た
「
あ
ん
ド
ー
ナ
ツ
」（
60
円
）

は
絶
品
。
食
べ
始
め
は
カ
リ
カ
リ
と
し

た
食
感
で
程
よ
い
餡
の
甘
さ
が
絶
妙
な
逸
品
で
す
。

（
真
壁
駅
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
12
分
、
年
中
無
休
、

8
時
〜
20
時
、@
0
2
9
6（
55
）0
2
6
0
）�

椎
の
森
に
建
つ
三
重
の
塔
�

〜
薬
王
院
�

�筑
紫
湖
を
右
手
に
山
道
を
登
っ
て
行
く
と
、

薬
王
院
が
あ
り
ま
す
。
周
辺
は
樹
齢
4
0
0
年
を

超
え
る
椎
の
木
々
に
囲
ま
れ
た
椎
尾
山
中
に
位
置

す
る
、真
壁
の
町
を
望
む
高
台
に
建
立
さ
れ
て
い

ま
す
。
7
8
2
年
（
延
暦
元
年
）に
開
山
さ
れ
、

1
5
5
0
年
（
天
文
19
年
）
の
大
火
で
焼
失
、

現
在
の
堂
塔
は
1
6
6
6
年（
寛
文
6
年
）か
ら

40
年
か
け
て
再
建
さ
れ
た
荘
厳
な
佇
ま
い
を
見
せ

る
古
刹
で
す
。ま
た
、こ
こ
か
ら
の
眺
望
は
最
高
で

那
須
連
山
も
良
く
見
え
ま
す
。
（
松
石
バ
ス
停

か
ら
15
分
、参
拝
自
由
、@
0
2
9
6（
55
）4
3
1
9
）�

真壁菓子商組合（白川宏組合長）では、和菓子
店が多い真壁の特徴を活かし、この地を菓子
工房の町として広めたいとＰＲに余念がありません。
町並み散策と併せて各店ご自慢の一品を食べ
歩きしたり、菓子職人さんと触れ合える環境を
創りたい、と来店者に店先でお茶を振る舞ったり、
少なかった町中のトイレを商店が提供して受入
れ態勢を整える環境創りを行なっています。町中
の和菓子屋さんで、真壁菓子工房マップを配布
しているので、これを手にお菓子屋さん巡りを
お薦めします。町を歩けば隠された銘菓と各店の
逸品に出遭うこと間違いなしです。�

真
壁
平
四
郎
ゆ
か
り
の
お
寺
�

〜
伝
正
寺
�

�町
内
の
桜
井
地
区
に
１
２
６
８
年
（
文

永
5
年
）に
、当
時
の
真
壁
城
主
で
あ
る

真
壁
安
芸
守
時
幹
公
に
よ
り
、法
身
国

師
真
壁
平
四
郎
の
た
め
に
開
山
し
た

伝
正
寺
が
あ
り
ま
す
。
開
山
後
3
5
0

年
間
は
照
明
寺
と
し
て
臨
済
宗
の
お
寺

で
し
た
が
、法
身
国
師
入
寂
後
1
8
1

年
の
1
4
5
6
年（
康
正
2
年
）に
相

模
国
早
川
の
海
蔵
寺
住
職
が
こ
の
地
を

訪
れ
曹
洞
宗
に
改
宗
し
ま
し
た
。
ま
た
、

伝
正
寺
の
名
は
8
代
住
職
良
雄
大
圓

和
尚
の
時
代
に
、真
壁
藩
主
浅
野
長
政
公
の
菩
薩

寺
と
定
め
た
際
に
改
称
し
た
も
の
で
す
。（
伝
正

寺
入
口
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
15
分
、
参
拝
自
由
、

@
0
2
9
6（
55
）1
2
6
6
）�

野
鳥
が
飛
来
す
る
水
辺
の
�

オ
ア
シ
ス
〜
筑
紫
湖
�

�真
壁
駅
バ
ス
停
か
ら

筑
波
駅
行
き
の
バ
ス
で

10
分
程
で
、松
石
バ
ス

停
で
降
り
る
と
筑
紫

湖
に
行
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。こ
の
湖
、
周
辺

住
民
の
農
業
・
飲
料

用
水
な
と
に
供
給
す
る

人
工
湖
で
、
様
々
な
野
鳥
が
休
息
す
る
水
辺
の

オ
ア
シ
ス
な
ん
で
す
。
実
は
、霞
ヶ
浦
と
坑
道
が
繋

が
っ
て
い
る
こ
と
で
、太
公
望
の
格
好
の
釣
り
場
で

も
あ
る
の
で
す
。
湖
岸
も
歩
け
て
ち
ょ
っ
と
し
た

ハ
イ
キ
ン
グ
気
分
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
手
頃

な
レ
イ
ク
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
平
成
６
年
に
は
、食
事

が
で
き
る
つ
く
し
亭
が
オ
ー
プ
ン
さ
れ
、こ
こ
の
手

打
ち
蕎
麦
は
な
か
な
か
の
評
判
で
す
。
隣
の
農
産

物
直
売
所
で
は
周
辺
農
家
の
生
産
者
が
納
め
た

新
鮮
野
菜
や
加
工
品
を
格
安
で
購
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
松
石
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
10
分
、

食
堂
・
直
売
所
は
土
日
・
祝
日
の
み
営
業
、10
時
〜

16
時
、真
壁
町
直
売
組
合
@
0
2
9
6（
54
）2
8
8
7
）�

来
町
者
の
拠
り
所
〜
�

仲
町
休
憩
所
�

�古
い
町
並
み
散
策
の
途
中
で
ち
ょ
っ
と
一
息

入
れ
た
い
時
は
、こ
の
仲
町
休
憩
所
に
立
ち
寄
っ

て
下
さ
い
。
御
陣
屋
前
通
り
に
面
し
、旧
郵
便
局

の
並
び
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
真
壁
の

Ｐ
Ｒ
は
も
と
よ
り
、お
茶
や
各
種
地
酒
が
セ
ル
フ
で

試
飲
で
き
る
の
で
す
。
隣
の
洋
品
店
の
ご
主
人
、

川
島
孟
さ
ん
ら
が
休
憩
所
の
管
理
を
し
て
い
る

た
め
、ご
主
人
自
ら
町
の
案
内
を
し
て
く
れ
ま
す
。

休
憩
所
は
以
前
、
家
主
が
住
ん
で
い
た
家
屋
を

再
利
用
し
て
い
る
も
の
で
、町
並
み
景
観
と
良
く

マ
ッ
チ
し
て
い
ま
す
。（
真
壁
駅
バ
ス
停
か
ら
10
分
）�

10

1990年（平

成2年）にオー

プンした手作り

ハンバーグ専門

レストランがあ

ります。このペ

ンギンさん（井

上のり江オーナ

ー）のハンバー

グは美味しい！と

多くのファンが

訪れるお店なのです。東北地方の和牛生産者を限定

して食肉用黒毛和牛のももだけを使用するこの店の

逸品は「俵ハンバーグ」。店内は、その日仕入れた

肉の証明書が掲示される徹底ぶり。肉汁たっぷりで

何とも柔らかな口当たりがたまりません。引立て役の

ソースは７種類から選べ、2週間じっくり煮込んだデミ

グラスソースは絶品。焼き上がりをスタッフが切って

ソースをかけナプキンで包むのが特徴。今後は女性客

に対してデザートを充実させたい、としています。（関

鉄パープルバス源法寺バス停から徒歩3分、11時30

～14時30・17時30～20時30分、土日は11時30

～20時30分、月曜日定休、@0296-54-1193）�
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鹿島鉄道キハ600形�

1，100円�

お求めは、石岡・常陸小川・玉造
町・鉾田の各駅または本社事務所�

好評�発売中！�

毎日元気、全線乗り降り自由！�

シルバーげんき�
フリーパス�

1カ月�

3カ月�

6カ月�

・・・・・8，000円�
・・・20，000円�
・・・30，000円�

65歳以上の限定パスで、新規

は使用開始1週間前、継続2週

間前から有人駅でお求めでき

ます。購入時に年齢を証明す

る運転免許証、健康保健証が

必要です。�

〒315-0001　石岡市石岡字白久台2460�
@0299-23-2358

@0297-48-1758

ふるさとレイクビューライン�

結納・七五三・歓送迎会・他�
ご宴会にご利用下さい�

和食コース�3，000円～6，000円�

営業時間�

関東鉄道守谷駅から徒歩3分、�
国道294号線沿い関東つくば銀行守谷支店隣り�

平　日　11時30分～14時�
　　　　17時～22時�
日祭日　11時30分～20時　�
　　　　火曜日定休（祭日は営業）�

鉄板コース�3，000円～5，000円�
宴会場は100名様まで、通信カラオケ
完備（2時間無料・要予約）�

10名以上のお客様、無料送迎あります。�

ボリューム満点、おすすめランチが
大人気。�

KANTO RAILWAY COMPANY EXPRESSWAY BUS MEGA LINER 

ゆったり快適つくばへ、ジャストインタイム�

東京駅～つくばセンター�

2階建て長大高速バス�

東京駅～つくばセンター�

2階建て長大高速バス�

つくばセンター�

竹園二丁目�

千現一丁目�

並木一丁目�

並木大橋�

桜土浦IC

上野駅（平日上り降車専用）�

東京駅（下り八重洲南口発　上り日本橋口着）�

常磐自動車道�

メガライナー�
車両全長：15ｍ　2階建て�
定員84席（2階66席・1階18席）�
運行路線：東京駅～つくばセンター�
車椅子スペース、専用スロープを備えたバリア
フリー対応のノンステップ型バスです�

不
動
産
に
関
す
る
こ
と�

な
ん
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

関東鉄道株式会社開発部�
0120-42-0669

ア パ ート�

マンション�

土 地 �

建 物 �

新 築 �

リフォーム�

増 改 築 �

管 理 �

岐阜県�

0577-33-4600

1泊2日（昼食付）�
バスツアー�

関鉄観光バス株式会社�
関鉄観光株式会社�

　029-822-3727
土浦市真鍋1-10-8

〈代表〉�

国土交通大臣登録旅行業　第1293号�

●期間�

●会費　大人17,800円～23,300円�

●毎日出発�
　（但し、5/1～5/6および8/12～8/16を除く）�

平成�
16年�

まで�
4/23～　 11/30平成�

16年�



利
　
根
　
川
�

鬼
　
怒
　
川�

小
　
貝
　
川�

至
秋
葉
原
�

竜
ヶ
崎
線
�

鹿
島
鉄
道
�

JR常
磐線

�

常磐自
動車道

�

関
東
鉄
道
バ
ス�

（
土
浦
〜
真
壁
線
）�

JR水戸線�

高速バス�

り
ん
り
ん
ロ
ー
ド�

つくばセンタールート�
筑波山ルート�
水海道・岩井・�
猿島ルート�
南守谷ルート�

高速バスルート�

東京�
上野�

我孫子�

下館�

岩瀬�

真壁駅�

筑波駅�

取手�

南守谷�

新守谷�

水海道�

石下�

下妻�

守谷�

竜ヶ崎�成田線�

真
岡
鐵
道
�

常
　
総
　
線
�

佐貫� 土浦�

石岡�

霞　ヶ　浦�

つくし湖�

筑波山�

岩井�

猿島�

つくば�

つくばセンター�つくばセンター�

つくばエクスプレス�
（2005年秋開業予定）�

関鉄パープルバス�

TEL029－822－3710　FAX029－823－5834
■発行� 総務部企画課�

●旅した人／Raiko Inaba.  Sonoko Inaba.  Mari Shimura. �
●撮影／Yoshiyuki Jumonji

関東鉄道コミニュケーションガイド　関鉄POCKET 2004　Vol.5

地域密着型の本誌は当社各駅、バスターミナル案内所、行政関
係各所、東京の観光アンテナショップ、京成電鉄、新京成電鉄各
駅に設置されたフリーペーパーで100,000部を発行しております。
お店や企業のPRツールとして本誌への広告掲載のお申し込みは
総務部企画課までお願いします。媒体資料を用意しております。�

東京駅～つくばセンター間
に登場した2階建て長大高速
バスの愛称は何？�

A． スーパーライナー�
B． つくばライナー�
C． メガライナー�

正解者の方から抽選で、鹿島鉄道「キハ600形チョロＱ」を5名様に
プレゼントします。官製はがきに①クイズの答え、②本誌を手にした場所、
③住所、氏名、年齢、職業、④本誌への感想や取り上げて欲しい情報等、
ご意見を添えてご応募下さい（締切りは5月末日消印有効）。なお、当選
発表はご本人への発送を以てかえさせて頂きます。�
〒300-8555　土浦市真鍋1-10-8　関東鉄道（株）企画課内�
ＰＯＣＫＥＴ編集部プレゼント係　まで�
※前号の答え…正解はＢでした。多くのご応募ありがとうございました。�

編集部では、一諸に旅してくれる本誌女性モデルを募集しており
ます。お友達と2人でも結構です。簡単な履歴、顔写真を添えて編
集部までご応募下さい。追ってご連絡差し上げます。採用の方には、
記念品を贈呈致します。�
また、編集部では皆様の幅広い情報をお待ちしております。身近

な話題からお店の紹介、多くの方にお知らせしたいことなどお寄せ
下さい。なお、関東鉄道の情報はインターネットでもご覧になれます。�
http://www.kantetsu.co.jp/

古紙配合率100％再生紙（エコマーク取得）�
を使用しています�

ポケットメイト募集～�
貴方が沿線を紹介して下さい。�

次号は学園都市、龍ケ崎を特集します。（2004年9月発行）�

「鉄道・高速バス活用」マップ�
常総線ダイヤ改正�
スピードアップを図り列車増便も�
�
3月13日より常総線のダイヤ改正を行ないました。取手～水海道間に

おいて新型車両をすべて運用し、取手～水海道間を3分30秒短縮の
28分30秒で結びます。また、取手～水海道間で3往復（土休日1往復）、
水海道～下妻間で2往復（同1往復）、下妻～下館間で2往復（同2往
復）を増便しました。一方、取手～水海道間で朝夕のラッシュ時を除く
2両編成の車両に対しワンマン運行となります。�

鉄道トピックス�


